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１．調査結果の概要

本学の学士課程教育の成果を把握・検証することを目的として、平成18年
度から継続的に全学的な卒業生アンケート調査を実施している。
例年、3月の学位記授与式当日に全卒業生を対象としてマークシート方式で
調査を行っていたが、平成30年度よりWEB回答に変更し、学位記授与式当日以
外でも案内できるようにした。
設問内容は、結果を比較検討するために平成18年度からほぼ同じ内容とし

ていたが、令和2年度より調査の所掌が教学マネジメント室に移ったことに合
わせ、より教育の質保証・質向上に資するため、設問内容を一部改正した。

（１）調査目的と方法



（２）回答率

アンケートの対象者数・回答者数・回答率は〔表Ａ〕のとおりである。令和2
年度は40.4％の回答率を確保することができた。
なお、平成22年度は、東日本大震災の影響で卒業式が開催されなかったため、
平成24年3月に開催された「修了記念式典」の参加者に対して調査を実施した。

対象者数 回答者数
回答率

（回答者数／対象者数）

平成18年度実施（1回目） 1,647名 1,377名 83.6％
平成19年度実施（2回目） 1,859名 1,448名 77.9％

平成20年度実施（3回目） 1,865名 1,531名 82.1％

平成21年度実施（4回目） 1,945名 1,685名 86.6％
平成22年度実施（5回目）
(平成24年3月修了記念式典)

308名 55名 17.9％

平成23年度実施（6回目） 2,047名 1,692名 82.7％

平成24年度実施（7回目） 2,022名 1,610名 79.6％
平成25年度実施（8回目） 2,161名 1,656名 76.6％

平成26年度実施（9回目） 2,058名 1,606名 78.0％

平成27年度実施（10回目） 2,044名 1,579名 77.3％
平成28年度実施（11回目） 2,065名 1,615名 78.2％
平成29年度実施（12回目） 2,230名 1,655名 74.2％
平成30年度実施（13回目） 2,187名 640名 29.3％
令和元年度実施（14回目） 2,059名 973名 47.3％
令和2年度実施（15回目） 2,065名 835名 40.4％

表A 大学院修了生アンケートの対象者数・回答者数・回答率
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（３）全体の傾向

調査開始年度（平成18年度）から継続している設問の回答傾向は、例年とほ
ぼ同様だった。満足度を問う設問における満足度（「やや満足」以上の回答の
割合。以下同じ）はすべての項目で高い水準を維持し、全ての項目で平成18年
度に比べ高くなった。これは、全学FD研修会等を通して教育の質向上に取り組
んできたことと、各教育組織が授業評価アンケート等の結果を起点にして組織
内のPDCAサイクルを確立し、教育の質の改善に取り組んできた成果であるとい
える。

次ページ以降では、設問ごとの調査結果について、調査開始から継続してい
る設問については15年間の推移を、新設した設問については令和2年度のみの結
果を掲載する。
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２．設問別調査結果 （１）学修・研究環境について（継続設問）



２．設問別調査結果 （２）教職員について（継続設問）



２．設問別調査結果 （３）福利・厚生について（継続設問）



２．設問別調査結果 （４）就職について（継続設問）



２．設問別調査結果 （５）大学全体について（継続設問）



２．設問別調査結果 （５）大学全体について（新規設問）



２．設問別調査結果 （６）今後について（新規設問）



２．設問別調査結果 （７）本学でのあなた自身の学修について（新規設問）



２．設問別調査結果 （７）本学でのあなた自身の学修について（新規設問）



２．設問別調査結果 （７）本学でのあなた自身の学修について（新規設問）



２．設問別調査結果 （７）本学でのあなた自身の学修について（新規設問）


